






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































９．５ 策五一９噸 九一ｌ躯八一旧蝿四一６躯１９９．５ ６９．５ １４９．５
より，カイニ乗値＝（19-9.5)2/9.5＋……十（3-9.5)2/9.5＝３０１６
ところで，目''１度９のカイニ乗分布の５％点は16.92だから，
30.16＞16.92より仮説は総てられ，従って「|:1分」はf十個的便111語と
見なされる。
さらに，データを少しでも活１１Ｉするために，
①それぞれは度数が小さい②llijlllでは各個的使111語である
③まとめることによりカイ.二乗値を小さくできる
等というl1MIl1から語をあるグループとしてまとめる（炎ｌを参!!((のこ
と)。
Ｌ「妙十夜」の特徴語（全体的使川語）：
ｌ）「様」（仙川度7.7)，「|||る」（使１１１度６)，「｣」（仙111度5.3)，「凪
２３２
叉'三｜漱石「夢十夜」についての社会科学的アプローチ（１）
う」（使川度4.2)，「['１」（使用度3.8)，「もの」（使用度3.4)，
「そうして」（使用度2.8)，「大きな」（使用度2.6）
2）「ている」（便1｢１度16.7)，「否定語」（使用度１１)，「その」（使川
度5.3)，「から」（使用度８)，「黒」（使川度２）
3）「会話語（云う，聞く，尋ねる，籍える，話す，’１１１う)」（使川度
11.2）
「時関連語（時，今，ｌﾘ|治，百年，次の刻，その頃等)」（使川度
7.7）
（注意１）先に，「ている」と「様な」が「夢十夜」の特徴だろう
と述べたが，この点は確認されたとみてよい。
（iiL1i意２）「云う｣，「liil〈」共に全体的使川語であるが，それらを
まとめた「会話語」はカイニ乗値がさらに小さいので，「会話語」
を特徴語として選んだ。
（注意３）なお，自由度９の５０％点が８．３４に注意して，もっと厳
格に全体的使川語を決めるなら，次の５つの語となる。
。「１１１る｣，「そうして｣，「大きな｣，「ている｣，「その」
ここで，特徴語に関連した一つの話題を紹介する。
「永{]小品」の'１]にある「蛇」は「夢十夜」的な短編である，とよ
く言われる。これを上でみた特徴語の点から調べてみよう。
．「蛇」の語の使川度：
上（上げる）1６’１１（真中）１５叔父さんｌ３
見る（見える）１３渦９水（水上）９
来る８雨８下（下げる）８
嫌な（そうな）７音６流れる（流れ）６
・５回：云う，動く，足，底，蓑
・‘１１回l：立つ，笠，貴王の森，もの，二人，まで，今（今日)，ｌｒ１
・３１t１１：獲れる，持つ，思う，落ちる，皿る，時，手，腰，肩
２３３
表１－１語のカイニ乗値（１）
カイニ乗価
30.16
21.32
１０９２
１５．５２
６．３３
１４．７４
２２．４
28.25
56.46
１０．８６
１１．４７
１１８８
２３０６
９４．２５
２２２３
８．４３
＊＊＊＊＊
１２．６３
５．５４
６．４７
22.53
１６．５５
１７．４１
１２．０
９．５４
７．５７
３２４４
51.0
14.0
２２８１
20.14
23.15
四五六七八九十ｊ
綱
溌
繋
lflW1i」
町llIl1
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叉|]漱石「夢十(|ｕについての社会科学的アプローチ（１）
表１－２語のカイニ乗値（２）
カイニ乗仙九一
ｍ
肥
１
３
０
Ⅳ
－
４
３
１
十
一
肥
６
１
５
１
妬
－
０
４
汀
’
９
６
８
７
０
９
》
０
７
六
一
ｍ
８
２
０
５
０
』
４
０
●
１
。
七
一
７
８
３
２
９
７
》
０
０
１
．
八
一
ｕ
５
０
０
ｌ
旧
》
０
３
夜
会話語
UlrlH1巡
生死語
略語
啓発語
主体語
ノb、
-J
IMI;く
川
一
Ⅲ
８
０
１
１
３
》
５
１
２
エ
12.46
15.53
38.44
43.31
41.68
22.10
22.41
19.17
３
７
２
０
３
８
－
０
０
１
１
１
－
６ ９４
３
８
１
４
》
３
２
１
１
１
１
。
６
３
０
６
》
１
３
１
．
手桶，草，泥，雲，市，色，’１１，そうして，やがて，ばかり，
人きな
＊その（此の，あの）２（５，１）是（それ）２（３）
＊Ｌ強洲や進行状BIl等を示す;ハ：
ている１５になる３てしまう１
２.否定を示す語：
一般否定６特殊否定（分からない）３
３．．それから１，だから０
・一般形「から」１６
４．色：黒(4)，青（菅）（２）
５.(山１１１数字：
－４，二４，三２，四１
６.総文字数：約５８０語
「蛇」が「夢十夜」の特徴語を備えているかをカイニ乗検定で調べて
みる。
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から様、ｌｌｌる」こluAう［１１）ものそうして大きな
｢夢Ｉ１ｌｕ
蛇
８
７
１
7.7
７
６
２ 5.3
１６
４．２
３
３８
１５
3.4
４
2.8
３
2.6
３
総文字数が一致するように「蛇」の度数を変更して（例えば，「から」
の度数１７は１７×540/580＝15.83となる）から計算して，
カイニ乗値＝(15.83-8)2/8＋(6.52-7.7)2/7.7＋……
＋(6.52-7.7)2/7.7
＝61.46
ところで，㈲１１１度１４の５％点は23.69だから，このままでは「蛇」
が「夢十夜」の特徴語を(Wiえているとはいえない。そこで，例えばカイ
二乗位が大きかった「否定」と「上」を除き，さらに「''１」（｢'１１」の多
少で「夢十夜」の特徴が決まるとは思えない）を除けば，カイニ乗値は
16.27となり，自由度１１の５％点が19.68だから16.27＜19.68より
｢蛇」が「夢-|･夜」の特徴語を(Iliえているといえる。
もし，」1の注意３で述べたように「夢十夜」の特徴語を，
「|Ⅱる｣，「そうして｣，「大きな｣，「でいる｣，「その」
の５つに'1N定するなら，この１１$のカイニ乗(１．は５．５５となり，月''1度４
の５％点は９．４９だから，非常にすっきりした形で「蛇」が「夢十夜」
の特徴譜を備えているといえる。
II．「夢十夜」の各個的使川語：
ｌ）自分，見る，来る，行く，女，子供，人
２）になる，一般否定話，色全体，白，数字全体，百
３）「生死語」（死ぬ，１１:きる，命，殺す，［I刃する)，「lWi語｣，「啓発
語」（分かる，解る，Ｗ舟気が付く，思い出す)，今（今日)，鴫
２３６
1６．７１１５．３２１１．２７．７
1５９２４９７
ている否定その１Ｍ会話語時|HMI
夏[I漱石「夢十夜」についての社会科学的アプローチ（１）
〈（鳴る，鳴らす，刻を打つ）
さて，この１８語の'''１に強い'１１関があるものを調べると，
（１）「自分」と「色全体」にl[のH1関（I111H1係数：0.76）
(2)「見る」と「I編/i」に負のｲ|ⅡH１（N11H1係数：-0.72）
(3)「来る」と「女」に正の相ＩＨＩ（相関係数：0.88）
（４）「来る」と「今」に負のN11Hl（相|Ｈ１係数：-0.70）
(5)「女」と「今」に負の相関（}11関係数：-0.77）
(6)「子供」と「暗諮」にiliのｲＩｌＵＵ（NllH1係数：0.74）
（７）「色全体」と「|とI」にi[のNllH1（ｉ１ｌｌＲｌ係数：0.78）
(8)「数字全体」と「百」のＩＭ１には相|H1がない。もし第十夜を除けば，
,相関係数０．８１という強いilHの相関がある
となる。この点について若干の(W意点を記す。
1．「暗ければ，見る行為は少なくなる」という以_上に，「見る」という
行為に「暗さ」から'1'ようとする積極的な意味があるのではないか。
そこで，「見る」だけに限定しﾌﾟこ便111度について調べると，「暗譜」
との＃|関係数は-0.52となって，弱い負の相関がある。
2．「女が必ず来る」という第一夜の大,枠が，十遍の夢全体に貫かれて
いるとみてよい。
3．「女と今」の間に負のII11H1があることは，(2)と(3)の関係から当然||}
てくるが，「今」の１１$が「願望の成就（女との再会)」でないことと
してみてよい。
4．「子供と略語」の'''１に正のIill孔lがあることは，漱石自身の不幸な子
供時代のことが反映しているのかも知れない。
以上の｜'11H1に注意して，次の１４個の独立な語：
l）自分，行く，女，人
2）になる，一般否定語，白，数字全休，百
２３７
３）生死語，略語，啓発語，今，鴨く
を川いて，十ｊｕの妙のｌＩ１Ｉｉ造（つながり具合）を数},(化第２類により調
べる。
まず，次の’`lIllのJril]をとりあげる。
①主体は「'２１分」①'｢行く」の便l11urが平均(1,11以上
②副体が「女」③「節３者のｲｱｲﾋﾞ」が稗lﾘ１
④「になる」の使川度が平均値以｣１
⑤一般否定語の使川度が平均値以｣名⑥「'二1」の仙川度が２以｣二
⑦「数字」の(lljlI1度が､１２均値以上⑧「百」の使川度が２以｣二
⑨「生死語」の使111度が平均値以｣１⑩「}}%さ」が杵1ﾘ｝
⑪「啓発語」の便111度が３以上⑫「今」の仙111度が平均値以｣ｉ
⑬「鳴く」の使)'１度が平均値以上
（注意ｌ）語については`便１１)度が平均値以｣乱,という基準が適切で
あるが，（llj1Il度が小さく，またjlHび抜けて大きな使川度を持つ
ものがあると，平均値は必ずしも適切なAli(11ではなくなる。
（注意２）「第３者の１jYli」及び「Ul1さ」が杵|ﾘ1とは，「人」及び
「略語」の使１１１度が平均値以-12か，またその平均値に近くかつ
第八夜や第二夜のようにその状況からIﾘＩらかであるもの。
各夜に対して，それぞれの項Ｉ=にとに「Yes」なら○印を，「ＮＣ」な
ら×印をつけると，次の表が得られる。
（注意３）項'三I①とIHI=I①'は○×が丁度il白反対になるので，ｌﾉl容が
ダプルプこめ]ri[|①'は省略する，このことは，「自分」でない主
体（第四夜の爺さん，第七夜の船，第ﾉL夜のlｿ，及び第十夜の
庇太郎）がどんどん「進んで行く」ことを示している。
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夏目漱石「夢十夜」についての社会科学的アプローチ（１）
項
目
①
’
○
○
○
×
○
○
×
○
×
×
〃
⑬
｜
×
○
×
×
○
ｘ
×
○
○
○
〃
⑫
×
×
○
○
×
○
×
×
○
×
〃
⑪
×
○
○
×
×
○
○
ｘ
ｘ
ｘ
〃
⑧
ｏ
ｘ
ｏ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
○
○
×
〃
⑦
○
×
○
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
○
○
○
〃
⑩
×
○
○
×
○
ｘ
ｘ
ｘ
○
○
〃
⑨
○
○
×
×
○
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
×
〃
①
×
○
○
○
ｘ
ｘ
ｘ
○
○
×
〃
③
×
×
○
×
×
○
○
○
×
×
〃
⑥
○
×
×
○
○
×
○
○
×
×
〃
⑤
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
○
○
○
○
×
○
〃
②
’
○
ｘ
ｘ
ｘ
○
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
○
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
四
五
六
七
八
九
十
さて，２つの夜同士の頗似性を;|･算する。例えば，一夜と二夜は１３
項目のうち５項'三|が一致しているから，jJi似性は５／１３＝38.5（％）と
なる。
類似性を計算して次の表が得られる。
誠｜疵 率一遜麹
四夜
4６．２
４６．２
４６．２
趣一脈蛎岬部
趣一坪岬砿繩唖
躍一錘鈑錘恥痙池
八夜
５３．８
３８．５
５３．８
４６．２
４６．２
４６．２
５３．８
九夜
3８．５
５３．８
６９．２
61.5
30.8
30.8
23.1
53.8
十夜
46.2
46.2
30.8
38.5
69.2
38.5
46.２
４６．２
６１．５
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
四
五
六
七
八
九
一番類似性の商いもの同士をまとめていく（その計算納采は５.補足
にまとめてある）と，次の榊造図が得られる。
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76.969.257.753.85４３．６４２．３
夜
夜
四
六
夜
夜
夜
七
二
三
九夜
五夜
十
八
夜
夜
夜
[考察］：
(1)十編は「一一八一J[一十夜」と「二一三一九一四一六一七夜」の
２つのグループに大別される。前者のグループに共通する性質が，
啓発語の使川度が１回以下でかつ「今」の便111度も１回以下であ
る。
従って，この分頬のポイントは「啓発感」と「今の時感覚」であ
ると考えられる。前者はそれが両方とも99いのである。
(2)（１）であげた後者のグループは「二一三一九夜」と「四一六一七
夜」の２つに分けられる。各グループに共通し，かつ２つのグ
ループ間で○×が異なるものに「'1高語」の便111度がある。また，’1%
語のような完全な分頬ではないが，「第３者の存在」の箸Ulさが
「四一六一上夜」にあり，「になる」の語の使川法から考えられる
「一生懸命何かしなければ」という切迫感が「二一三一九夜」には
２４０
夏|l漱石「夢十Ｉｌｕについての社会科学的アプローチ（１）
ある。
(3)二夜と「三一九夜」を分けるポイントは「百」と「今の時感覚」
である。また，四夜と「六一七夜」を分けるポイントは「啓発感」
と「否定語の使川度」と考えられる。
(4)（１）であげた前者のグループについて。まず，一夜と八夜が孤立
した特別なものであることがわかる。次に，「]i一十夜」について
八夜との迎いのIﾘ1確化の点からその共通性を考えてみる。「iii１１体が
女」であるのに「馴馳の達成に関述する百」の便１１１がゼロであり，
八夜はこの関係が丁度逆になっている。また，夢の内容に関係する
ことだが，両者とも「絶壁からの墜落」があり，墜落に関係した要
因として「エゴ」の'''1題，すなわち人'１１１の内Tliiの暗さがある。これ
は八夜にはないものである。
４『夢十夜」の意味解釈
今までに準Miしてきたこと，また部分的に述べてきたことをここでま
とめる。その''１で３節で11}られた構造の解釈も考えたい。
第一夜は-卜編の夢の縁どり－「待つ」ことの意味及び「願望達成」の
確かさと方向Ｉｌｌｉの大枠を示す。意味の確かさがどのように啓発され，方
向性がどのように獲得されていったかは第二夜以下で具体的に１Ｍ'われる
のであるが，「女が必ず来る（MY1の成就)」という第一夜の大枠が十編
全体に画かれていることを注意しておきたい（３節の相関関係に|Ｈ１する
翻意点２で碓認ずみ)。
第二佼は第一の啓発を示す。三1i人公の「出口がない様な残酷極まる状
態」についてどの時川lかの吟味が必要であると２節の留意点で述べた
が，漱石がこのような状況にあった時lU1の一つとして漱石のイギリス留
学前が考えられる。「私の０１１１人主義」から少しり'11}したい。
「とにかく３ｲﾄﾞ勉強して，ついに文学は解らずじまいだったのです。
私の伽Ulは第一ここに１１↓ざしていたとI|'し上げても差文ないでしよ
２４１
う。－中略－私はこの世にﾉ|iまれた以｣:('1かしなければならん，といっ
て何をして好いか少しも見当が付かない。私はちょうど霧の｢'１にＷ１じ込
められた孤独の人ｌｌＩＩのように立ち疎んでしまったのです。そうしてどこ
からか一筋の日光が射して来ないか知らんという希望よりも，此刀から
探11(1燈を)ilいてたった一条で好いから先までIﾘlらかに見たいという気が
しました。－１ｌ１ｌＩＨ－，私は私の手にただ１本の錐さえあればどこか一
カ所突き破って見せるのだがと，焦燥り抜いたのですが，あいにくその
錐は人から与えられるzliもなく，また'÷1分で発見するわけにも行かず，
ただ腹の底ではこの先'二|分はどうなるだろうと思って，人知れず険鯵な
|]を送ったのであります。－１'１略一。
私はこの自己本位という言葉を自分の手に掘ってから大変強くなりま
した。－中略一その時私の不安は全くil1iえました。私は軽快な心を
もって陰建なロンドンを眺めたのです。比UiiでI|'すと，私は多年の''１|お
う悩した結果ようやく|÷１分のI1JWiiをがちりと鉱脈にlliiり当てたような気
がしたのです｡」
第二夜のIl1で，「趙州「1〈，無と。力1<とは何だ」というところなど，
｢ある文学者こう言う。文学とは何だ」という漱石のイギリス留学'１１の
苦悶がほiうふつされる。岐後の「はつとA11つた゜イiの手をすぐ短刀に'1｝
けた。時計が二つ'１をチーンと打った」について考えたい。漱石のイギ
リス留学は２《|{'１１１であり，‘二つ，を２（I2lIIlであった１W学の象徴とみれ
ば，この文章は漱ｲiがしっかりと自己本位を手に撮ったと読むことがで
きる。
学ＩＩＨ的にとらえた[1己本位ということは，当然生き刀の問題として次
に||}てくる。それはまﾌﾟﾆ漱石の若い頃からの真剣なllllNIIlでもあった。
さて，この｢1己本位という立脚地の発見（蒋発)，すなわちＩＮＩ(liの発
展の絶対性は人ｌＩｌＩにとってその人生にバラ色の未来を約束するのか。そ
れを必ずしも'Ⅲるい未来としてでなく，むしろ悲ｌｌｊ'１としてとらえた人が
漱石その人であり，それが三夜の問趣であった。
２４２
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iiiを歩む者一旅人の姿は，きまって人Ｌｌｉを象徴する。楽しさ，苦労，
悩み等をかかえ，それに一脚－愛しながら長い道のりをとぼとぼ歩むの
が人生なのだろう。妬み，食欲，そして際限ない|÷l己主張などに苦し
み，｜÷I己をまじめに振り返って反行するとき，誰でも|:１分[1身の内部に
巣くっている気味悪い何かにびっくりさせられる。漱石は「'二|己の心の
ある部分に人に見えない結核性の恐ろしいものが潜んでいる」という言
葉を使っているが，私達人''１１を|÷I己中心的にさせているエゴイズムの存
在である。第三夜は，この結核性の恐ろしいものを背にしよって人生を
歩む漱石自身（それは同時にすべての人''１１）をとりあげている。｜]光の
差さない洞j(Nの奥に住む生物の[|が見えないように，盲ｌｌの小(iUIは人の
内部の奥深〈に巣くっているものを示しているのではないか。
真んIl1lJiの「すると鷺が果して２度！〔;いた」からいよいよ物語は核
心に入る。‘２度鳴く，がカギ語であることはすでに第五夜の{W意点で指
摘してある。烏が１１〔;〈といえば，聖書の「マルコによるWii宵書」１４章
70-72節の`鶴が３度鳴く'記事が研究打によって指摘されている。聖
諜の記gliには|:１分の生命を救おうとして主イエスを兄総てるペテロが描
かれているが，〔1己''１心的にふるまうペテロ，そのエゴイズムの恐ろし
さ・悲劇－漱石'二l身が自分の体験を通して徹底的に自覚した－の象徴と
して，漱石は烏の鳴き声を「夢十夜」の''１で非常に効果的に使っている
のではないか。
さて，誰にでもその人生のIl1で`蒲がりＭ〈，ときがある。そのとき人は
どうすべきか，これが第三夜のllUNLlであり，漱ｲｲにとってこれは決して
ひとﾕ}jではない真剣な|M1麺だった。二夜との関迎でいえば，この'１１題が
解決しなければ本当の自己水位を掘ったことにはならないのである。
本文では２つの分かれ道の選択が迫られる。エゴイズムの恐怖から
ひたすら逃げ回る道と，エゴイズムに正i｢iiから立ち|ｲﾘかう道との選択
が。主人公一かつての漱石と見たい－はiifj者の道，エゴイズムに恐｛(ｉＬ
ながら何の手だてもなくただそれに振りlIllされる人生の歩みを選ぶ。そ
２１３
して，その道は進めば進むほど暗くなる。
妓後の言葉「背''1の子が急に石地蔵の搬に１，〈なった」という箇所
は，多くのＩＪＩ究背にキリスト教的原罪意識としてとらえられている｡し
かし，そんなjlll象的でない，もっと具体的なものが漱石にはあったので
はないか。例えば，ようやくたどり着いた杉の｜l(はエゴイズムの恐怖の
根源であるが，その'11源は'41己の抹殺にあった，｜÷１分を11ﾐかそうとする
エゴイズムが尖は本来の|引己を抹殺してしまった,そしてそこにエゴイ
ズムの悲Iillが１１(ざしているという，漱石の深い洞察であったのではない
か。
さて，第三夜には「今」が強調されるという》Ⅱの､iがあり，この点か
ら第四夜以降へとつながっていく。「今になる」は`ばくぜんとした近い
将来そうなるだろう,ではなく，すでに［考察］の''1でも指摘したよう
に「一生懸命何かしなければ」という切迫感に１ii1〈ﾈiliびついているので
ある。「今」をどうとらえるかで「夢‐ﾄ夜」の愈味解釈が変わってしま
うが，この小論では，すでに２節の八夜の(W愈点で述べたように’新
lHI述叔を[|的とした作家として立っていけるかどうかの不安（Tl;確には
とまどい）をもつ湫ｲ｢の「今」としてとらえる。
’ﾘl治における新１１１１界，新聞に連載されている小説への一般の人々の認
識等が岐近の研究で'ﾘlらかにされている（[2］参'1(1)。その状況の''１で
どんな小説を習いていったらよいか，その苦脳が「坑夫」の''１に見られ
ると思う。結論を急げば，その深刻な''１１通への漱石の対処方法がこの
｢夢十夜」に表れ，この不安（とまどい）を兎Ｉｌｌｌした記録が「夢十役」
の内容であるといえる。
漱石はまず芸術（小説）の本質を考察し￣それはいかなる時代であ
れ，どのような状況でも変わらないもの￣,その本質に対し'当１分が具体
的に何を譜けばよいかを'二'''１)したのではないか。その結論として，かつ
て,：,分がイギリスW{学'げに腱得した自己本位に立つことであり,人にお
もねったり，他打の思惑を気にするのでなく|:l己に忠災に従うことを肢
２４４
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優先することであった。だから，「夢十夜」の内容は芸術に関する事ｗｉ
と|]己の岐大|H1心Z|ドーェゴイズム－なのである。そして，ここでIﾘ]らか
にされた'１i柄は，「三四郎」以降の本格的な小説の=１２題となっていく。
第四夜は芸術の本IT論であり，ＩｎＩ時に世かれた'÷１分の場でそれを発揮
１１}来ていない者の不安な姿を表している。２節のfw愈点でも述べたこと
だが，爺さんは人間が生み'Ｉ)したものだが，人'１'}の意志から超絶したし
ろもの。本人が遠くから眺めているだけでは，芸術は手拭いを蛇（人生
を主体的な生き方）には絶対変えない。たとえ前途に'ﾘ}かりがjlLえなく
ても自分がその問題に直接関わっていかざるを得ないということを暗示
するように，「今になる」＿近い将来そうならざるを得ないという言葉
で第四夜は終わる。
第五夜は「願望の迷成」を邪MUiするものへの激しい怒り，それに正ｉＩ１ｉ
からぶつかろうと決怠する漱石の姿勢が示される。２節の{W意点で指摘
したように，その対象ははっきりとらえられている（犬探女として象徴
される)。特に，注|]すべき点は第三夜では|÷|己のｌＩＩ題としてのエゴイ
ズムであったが，この夢ではすべての者にあてはまる客観的対象として
とらえられていること。だから'÷１分だけのl1UMnから離れて，人'''１すべて
にあてはまり，誰もがぶつかっていかなければならない問麺となってい
る。
一つだけつけ加えたい点がある。主人公（自分）は女が淵へ転落した
のをどうして知ったのか。文脈から知らないはずであるが，すると最後
の「自分の敵である」の`'二|分'は誰か。ＡＭうに，ここに作者漱石の思い
が小説の枠を飛び出して表れてしまったのだろう。
第六夜が芸術の本圃に|乳Ｉする優れたエッセイであることは指li1i済み。
しかし，この美しい夢物語にもエゴイズムのＩｌＵ題が|Ｈ１わっている。竹内
均将「人陸移iml説」（ＮｌｌＫブックス）に，「仏教の教えによると世界は
|工大な象に支えられ，あまのじゃ〈と称する怪獣Iこのつかっているとい
う。あまのじゃ〈が助けば，世界も動くわけである」との一文がある。
２４５
また「広辞苑」によれば，「あまのじゃ〈＝(二王の像がふまえている
小鬼」とある。第而佼のあまのじゃ〈をこれに結び付ければ，第六夜に
は次のような見方が貯えられる。「現代ではエゴイズムを{}i'１御できる
(}''1さえ付ける仁]；が象徴する）ものがいないし，またそのことの重要
性を誰も注|］しなくなった。気がついた|:1分（第２の啓発）もそれを
見つけられないでいる」と。
さらに，「Wi望達成」を「本来の'２１己とは(Uか。それを１１Kかす道は何
か」という，晩１Fの漱石が追求した課題と考えるなら，第六夜は次のよ
うにも言えるのではないか。「学び，訓練し，そして絶え'''1なく努力し
て|÷|己を几い{l}す''１:業は彫刻にたとえることができる。六夜流に言う
と，私たちのIL1己碓立の〃法は木の１１'にⅢ'1まっている本来の｢１分を掘り
||}すことであり，そう思ってやってみたら現代の私たちには本来の自分
なんていうのは111まっていないのだと悟った」と。
いずれにしろ，「lIiIlKf1述成」への方lrilﾔl:と「今の不安」に対する対処
刀法が漱石にとってはっきりしてきたといえる。
第七夜は人生の'三|的は(ｉＩかを問うものである。すでに２節の留意点
でも述べたように，人11iの生き方として，rlilえ忍ぶこと，iIlIにすがるこ
と，好きなことに11;きがいを見い出すことがⅡバボされている。この点に
関連して，小説「行人」の''１で，近代的Ⅲ１人三}三錠者の主人公の恋lIWな言
葉として「死ぬか，気が迎うか，それでなければ宗教に入るか，僕の前
途にはこの３つのものしかない」があげられている。
ところで十編全体の''１での意味は(１１か。六夜までに兄い'||された刀|;リ
性をさまざまな人41Kの織りなす社会の場で，それもぎりぎりのﾀﾋﾟの状況
にまで追い込んで「安易な逃避の道をとるべきでない」という確認作業
がこの夢の意味であろう。３節の構造図で六夜と七夜が同じワクでくく
られているのは「第２の啓発」の確認とその尖行に踏みⅡ}す決意の炎
lﾘlという共迦性，およびすでに指摘したように「一生懸命何かしなけれ
ばという切迫感」の共同があるからである。
２４６
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第八夜から第十夜において，いままでの刀lrjl性がもう一度ｗ碓認され
る。それが，３節の|Ni造図で一夜と八夜，三夜と九夜，そして汎夜と‐|・
夜が同じワクにくくられるIlMlllである。
第八夜は，第一夜が果たしているとl7ilじ役１１，「馴望達成」の確かさ
と方向性の大枠が自分の過去をlliiり返る'１]で硴認される。「物になるか
どうか」不安であった者が，｛１ｹ''１１の経過を柿かに待つ中で女（願望達
成）を捉える。確かに捉えたわけではないが，確かさと刀|(１性について
は金魚売りとの対比でlⅢらかにされる。
悲劇の根源は「本来の|芒1分」が殺されることにあるのを示す点で，第
ﾉL夜は第三夜と相通じるし，願望達成の確かさを示す「百」が「今の時
点で絶望」的である点でも共ilnI'liをもつ･子供を背に負う父とけの対
称，一方は人''１１のIIJ(非的悲l1illで他力は人llIlの1M実のiiW命的悲lill，さらに
iil1i刀とも完全な解決はありえない''１１題。その''１で-11i懸命生きる姿が示
される。そして次の十夜へとつながっていく。
すでに２節の留意点で示したように，第十夜はエゴとの闘いの決;意
表Iﾘ1であり，第五夜とln1じ内容をもつ。’1ｹ造図の［考察］で指摘したこ
とだが，「啓発と今の時感覚」がりりいということは，すでに啓発の時は
終わり，また今の時点でたとえlWi型達成が絶望と解っていようと，実行
あるのみという段階にきていることを示す。
第十夜は岐後のシメの意味をもつ。今までllll象的に捉えられていたエ
ゴイズムの||Ⅱ題が作付|]身の生の'１１題としてまつIilliから捉えられてい
る。漱石がまとまった原稿料を平にして始めて買った品物がたしかパナ
マの帽子だったという事から，パナマのＭ１子は漱ｲiにとって文筆iili動を
表す。パナマの帽子をかぶったまま主人公は豚（エゴ）と雌〃し〈闘う
のであり，新'''1連載を|=l的とした作家として立っていけるかどうかの不
安は完全に兎'１Mされているのである。
247
5．補足（構造表の作成）
ｌ）一番頬似性のil?iい六夜と七夜をまずペアーにする。すると，
二夜三夜Ｉﾉﾘ夜五夜六一七夜八便九夜十夜
夜
夜
夜
夜
夜
夜
七
夜
夜
一
二
三
四
五
六
八
九
38.5３８．５
５３８
46.2
462
462
６１．５
61.5
15.4
38.5
６
３
０
７
３
●
●
、
●
■
４
２
０
７
２
３
４
５
５
４
８
５
８
２
２
０
●
０
０
●
●
●
３
８
３
６
６
０
５
３
５
４
４
５
38.5
53.8
69.2
61.5
30.8
26.9
53.8
46.2
46.2
30.8
38.5
69.2
423
46.2
６１．５
を得る。例えば一夜と六一七夜の類似Ｉｌｌｉは（30.8＋38.5)/２＝34.6
となる。
＊アンダーラインをijlいた数値は一番Xji似１１|:の高いものを示す。
２）この新しく得られた表で一番類似１１|:のi1.6い２つのものに，上で
やったと同じ処pl1を行えば，次の表が得られる。
二夜三一九夜四夜ノＩ－－ｌ－役六一七夜八夜
夜
夜
夜
夜
夜
九
夜
十
七一一
一
二
三
四
五
六
４６．２
４６．２
５３．８
38.5 38.5
53.8
５３．８
５３．８
３４，６
３８．５
34.6
42.3
38.5
57.7
42.3
８
５
８
２
２
０
●
●
■
Ｏ
●
●
３
８
３
６
６
０
５
３
５
４
４
５
3）｜ｎ]様にして，
二皮三一九夜四一六一七夜五一十夜八夜
夜七
夜
一
夜
夜
夜
九
六
十
一
二
三
四
Ｆ
録一繩繩｜籾蝿
38.5
53.8
38.5
43.6
43.6
鄙｜釦一郡仰
38.5
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＊二夜と四一六一九夜の類似性は（46.2＋42.3×２)/３＝43.6とな
る。
4） 率一岬 三一九夜
４０．４
５３．８
四一六一七夜
４２．３
４３．６
４３．６
一一八一五一十夜
二夜
三一九夜
5）
二一三一九夜’四一六一七夜
一一八一五一十夜
二一三一九夜
4２．３ 4２．３
４３．６
6）最後に，
二一三一九一四一六一七夜
一一八一五一十夜 4２．３
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